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 川崎市生涯学習財団が主催し、当サポートセン

ターが指導に当たっている「夏休み特別講座：た

のしいキッズセミナー」が開催された。今年度は

7月 25日（月）から 29日（金）の５日間、生涯

学習プラザ（中原区今井南町）を会場に、３年生

から６年生まで３１５人の児童が登録した。５日

間の講座受講延べ人数は９９２人であった。 

 ・「ことばってふしぎ！おもしろいね」 

 ・「社会科不思議発見」 

 ・「算数レベルアップ①②」「チャレンジ算数」 

 ・「たのしい理科」「おもしろ科学」 

 ・「わくわく造形教室」 

 ・「いろいろハモっちゃおう!」 

 ・「楽しい英会話あそび」 

 ・「キッズパソコン」 

これらの講座に、当サポートセンターの教科の専

門家が指導に当たった。 

  
延べ参加人数 992人 

宮前区役所保

護課の皆さん 

西
野
川
小
養
護
教
諭 

 

 8 月 1 日（月）、宮前区役所地域ケア推進課による「こどもサポート南野

川」の見学会が開催された。担当の大和田啓子主任から「施設の設置から現

在までの状況」と学習室、多目的室，ハーブ園や畑の案内、それと実践事例

の紹介があった。棹山勝子活動会員から「支援方針と登録状況」の説明があ

った。藤沖京子地域ケア担当課長は、以前サポートセンターの文科省委託研

究の運営協議会のメンバーでもあり、“福祉と教育の融合”の重要性につい

て熱心に語ってくださっていた。 

話し合い後の南野川の農作物（キュウリ、なす・・）のプレゼントに、い

っそう和やかな空気が流れた見学会であった。 

宮崎中学校の校長

先生と総括教諭 

ハーブ園の香りにうっとり 
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日 曜 主 な 行 事 

 １ 木 ・（南）情報交換会 

 ２ 金  

 ３ 土  

 ４ 日  

 ５ 月  

 ６ 火 ・寺子屋（西生田・上作延･高津） 

 ７ 水 ・研究推進委員会･ふれあい体験打ち合わせ 

・日本語支援東小倉 

 ８ 木  

 ９ 金 ・次長会11時・事務局会13時 

・役員会15時（教育会館） 

１０ 土 ・輝け☆明日の先生の会⑥ディスカッション 

１１ 日  

１２ 月 ・中原区保護者ミーティング④ 

１３ 火 （旭）定例打合せ 

・寺子屋（西生田・高津・上作延） 

１４ 水 ・サポートセンター推進プロジェクト 

・日本語支援東小倉 

１５ 木 ・研究運営協議会②14時教育会館第⑦室 

（南）情報交換会④ 

１６ 金  

１７ 土 ・不登校・進路相談会（高津市民館） 

１８ 日  

１９ 月 敬老の日 

２０ 火 ・寺子屋（西生田・高津・上作延） 

２１ 水 ・学習・相談部会 日本語支援東小倉 

２２ 木 秋分の日 

２３ 金  

２４ 土 ・輝け☆明日の先生の会⑦閉講式 

２５ 日  

２６ 月  

２７ 火     ・寺子屋（西生田・高津・上作延） 

２８ 水 ・日本語支援東小倉 

・サイエンスキッズ、クラブ活動協力（西梶ヶ谷小） 

・会計担当者会議（９時～１１時）宮ノ下 

２９ 木  

３０ 金  

２８年 ９月 の 行 事 予 定 

 

 

 6月29日（水）の西梶ヶ

谷小学校に引き続き、8 月

４日（木）に東住吉小学校

で第 2 弾出前科学教室が行

われた。19人の３年生から

6 年生の子どもたちが「空

気ほう」づくりに取り組ん

だ。ペットボトルから出る

空気の力でろうそくの火が

消える威力に子どもたちは

大喜びであった。遊びの中

から空気の存在を発見し、

その空気を押し出す道具を

作る。科学的な物の見方を

育てる出前授業であった。 

 

 

 

 

こんな ひと時も 
昼食時間のほんのひと時、教員時代の思い出話

に花が咲く。たった一言が、今の取り組みのヒ

ントへとつながり、そこに「子たちへの力」の

種が生まれる。 

        8月20日(土)、退職校長会主催行

事である「連合研修会」が会館とど

ろきで開催された。小・中・高･特 

管組・教組の組織から報告があった。注視したい 

内容が山ほどあったが、中でも、「指導体制の充実 

のための人的配置」の一環として、「教育活動サポ 

ーター」「特別支援サポーター」の配置人数の充実 

が述べられていたことに、サポートセンターの役割 

の重さを再認識した。ちなみに、当サポートセンタ 

ーは、来賓団体として招待されており、昨年度、こ 

の会の研修会で片山、本告両氏のサポートセンター 

事業報告が大きな力を発揮したと、思いを深めた。 
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